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研究概要

当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に

よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明，脊柱靱帯骨化

症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現在，人々は生活の質の改善を求めており，運

動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研

究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血管外科やキーンベック病に関する報告を数多

く行っている。

以下にその詳細を列挙する。

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究

• 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究

• 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究

• 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析

• 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究

• 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究

• 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究

• 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究

• パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究

• 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究

• 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究

• 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究

• 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究

• 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究
• 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究

• 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究

４． その他

• キ-ンベック病に関する臨床的研究
• マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究

• 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究
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ISCHEMIA IN VENTRAL AND DORSAL HORN NEURONS OF THE RAT SPINAL CORD，The 52nd Annual Meeting of the Orthopaedic Research

Society(2006.3.18-22,CHICAGO)

24. Nohda K, Takeda D, Miyazaki N, Nishi H, Sonobe H, Yoshida M, Nakatsuka T：Selective vulnerability to ischemia in the rat spinal motoneurons. 36nd
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例，第31回日本膝関節学会，2006.6.8-10，沖縄

49. 北野岳史、谷口泰徳、峠　　康、吉田宗人、武用泰輔：多発性骨髄腫に合併した amyloidoma による後骨間神経麻痺の一例，第 18 回日本

肘関節学会，2006.1.27，名古屋

50. 北野岳史、谷口泰徳、大浦晴夫、南　晋司、吉田宗人：血管柄付き腓骨頭移植を行った橈骨遠位部骨肉腫の 1例，第 49回日本形成外科学

会，2006.4.12，岡山

51. 石神修大、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、吉田宗人：環軸椎後方固定術でのMesh plateの使用経験，第 15回日本脊椎インス

トウルメンテーョン学会，2006.10.26-27，大阪

d) 地方学会
1. 岡安　勤、下薗英史、阪中淳也、松崎交作、中谷如希：右股関節脱臼に対し軟部組織解離術と右Barr変法を行なった痙性四肢麻痺の一例, 第

38回近畿小児整形外科懇話会,2006.8,

2. 谷口泰徳、北野岳史、大宝英矢、青木　克、吉田宗人：医原性末梢神経損傷例の検討,第107回中部日本整形災害外科学会,2006.10.7,神戸

3. 安藤宗治、延與良夫、岡田基宏、川上　守、吉田宗人：腰椎椎間孔部狭窄症の診断における検査法の比較検討－感覚神経活動電位と MRI

を用いた前向き研究－，第106回中部日本整形外科災害外科学会，2005.4，大阪

4. 橋爪　洋、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人：矢状面バランスから見た腰椎変性すべり症の手術成績-LASD と固定椎上位終板傾

斜角との関係，第106回中部日本整形外科災害外科学会，2006. 4. 7-8，大阪

5. 松本卓二、川上　守、安藤宗治、吉田宗人：ドクターヘリにて院外心肺停止状態から救命し得た特殊な幼児頚髄損傷の１例，第106回　中

部日本整形外科災害外科学会，2006.4.7-8，大阪

6. 南出晃人、吉田宗人、麻殖生和博、河合将紀、野村和教：頸部神経根症に対する頸椎後方侵入内視鏡下椎間孔拡大術の手術成績，第 106



回中部日本整形外科災害外科学会，2006. 4. 7-8，大阪

7. 南出晃人、吉田宗人、川上　守、岡田基宏、延與良夫、遠藤　徹：腰椎変性すべり症に対する除圧術後の不安定性増強に及ぼす側方すべ
りの影響 -内視鏡下手術と従来法の比較，第107回中部日本整形外科災害外科学会，2006. 10. 6-7，神戸

8. 中川幸洋、吉田宗人、麻殖生和博、南出晃人、河合将紀、仲井間憲彦: 腰仙部神経根奇形に対する後方脊椎内視鏡下手術,第 107 回　中部

整形外科災害外科学会　2006. 10. 6-7　神戸市

9. 下薗英史、川端秀彦、北野元裕、田村太資、和田麻由子、吉田清志：二分脊椎に伴う足部変形に対しイリザロフ創外固定器を用いて矯正
を行った1症例，第37回近畿小児整形外科懇話会, 2006.1.28, 大阪

10. 下薗英史、川端秀彦、田村太資、和田麻由子、吉田清志、北野元裕、沖本俊明：小指中節骨に発生した類骨骨腫の 1例，第 38回近畿小児

整形外科懇話会, 2006.8.5, 大阪

11. 河合将紀、吉田宗人、中川幸洋、麻殖生和博、橋爪　洋、中尾慎一、遠藤　徹：内視鏡下分離部神経根除圧術, 第107回中部整災，2006.10.6-7，

神戸

12. 麻殖生和博、吉田宗人、川上　守、南出晃人、中川幸洋：高度変性側彎を伴った腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下除圧術，中部整形災
害外科学会，2006.4，大阪市

13. 麻殖生和博、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人、中川幸洋：腰椎変性側彎症に対する内視鏡下除圧術，第 107 回中部整形災害外

科学会，2006.10，神戸市

14. 高見正成、佐々木俊二、山田　宏、坂田亮介、本田高幹、松本朋子、北野陽二、窪田誠治：椎間孔部から硬膜管背側及び脊柱管外へ脱出
した巨大腰椎椎間板ヘルニアの１例，和歌山県整形外科医会，2006.3.5，和歌山市

15. 宮崎展行、川上　守、田畑　孝：骨端線閉鎖前下腿骨幹部骨折に対するMIPO法の治療経験，第 106回中部日本整形外科･災害外科学会，

2006.4.7－8,大阪市

16. 延與良夫、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、中川幸洋、麻殖生和博、岡田基宏、遠藤　徹、中尾慎一：腰椎手術患
者の術後10年以上の長期成績~SF-36を用いたQOLの評価~，第106回中部日本整形外科災害外科学術集会，2006. 4，大阪市

17. 延與良夫、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、中川幸洋、南出晃人、麻殖生和博、岡田基宏、遠藤　徹、中尾慎一:骨粗鬆症性脊椎骨折後偽

関節，遅発性麻痺に対する手術成績 ~前方除圧固定術と後方除圧固定術の比較検討~，第107回中部日本整形外科災害外科学術集会，2006.

4，神戸

18. 岡田基宏、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、麻殖生和博、延與良夫、遠藤　徹：感覚神経活動電位の測定が診断に

有用であった腰椎椎間孔部狭窄症の１例，第16回和歌山県整形外科医会，2006.3.5，和歌山市

19. 岡田基宏、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人、中川幸洋：内視鏡以外の MIS (脊椎) 腰椎後方除圧手術時の傍脊柱筋切離に関する

臨床的研究，第107回中部日本整形外科災害外科学会，2006. 10. 6-7，神戸

20. 阪中淳也、江川弘光、毛保浩明、中村正亨：大腿骨骨幹部骨折の髄内釘手術後に頚部骨折を生じた１例，第 16 回和歌山県整形外科医会，

2006.3.5，和歌山市

21. 舟津稔博、西山大介、林　未統、西　秀人、筒井俊二、橋爪　洋：大腿骨頚部外側骨折術後転倒による大腿骨遠位部骨折の検討，第 74 回

和歌山医学会，2006.7.2，御坊市

22. 舟津稔博、林　未統、西　秀人、筒井俊二、西山大介：内側環状半月板の１例，第16回和歌山県整形外科医会，2006.3.5，和歌山市

23. 遠藤　徹、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人：後頭骨から上位胸椎後方固定術後，約 10 年経過したアテトーゼ型脳性

麻痺に伴う頚髄症2症例，第106回中部日本整形外科・災害外科学会，2006.4，大阪

24. 遠藤　徹、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人、中川幸洋：再手術を行った腰部脊柱管狭窄症の成績不良例の検討，第 107 回中部

日本整形外科・災害外科学会，2006.10，神戸

25. 遠藤　徹、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人、中川幸洋、麻殖生和博、延與良夫、岡田基宏、中尾慎一：脊索腫に対する仙骨全
摘後の再建術の工夫，第409回京阪神集談会，2006.3，大阪

26. 中尾慎一、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人：最近経験した腰部脊柱管狭窄症術後に椎間板ヘルニアを生じた 4例. 第 107回中部

日本整形外科災害外科学会. 2006. 10. 6-7. 神戸

27. 大宝英矢、山口耕史、中谷如希、吉田宗人：Ehlers-Danlos症候群への人工膝関節置換術の治療経験，第74回和歌山医学会，2006.7.2，御坊



市

28. 谷端友紀、簗瀬能三、中根康博、山口耕史、吉田宗人、岩崎一夫、角谷昭一：真菌性膝関節炎に対して人工膝関節置換術を行なった1例，

第74回和歌山医学会総会，2006.7.2，御坊市

29. 岩田勝栄、長雄好昭、林　信宏、武用泰輔、長田圭司：両膝化膿性関節炎の１例，第16回和歌山県整形外科医会，2006.3.5，和歌山市

30. 岩田勝栄、石口　明、山田　宏：下垂足を呈し腰部神経根障害と鑑別困難だったChurg-Strauss症候群の１例，第74回和歌山医学会，2006.7.2，

御坊市

31. 本田高幹、松崎交作、木下裕文、南　晋司、山崎　悟、西山大介：成人型低アルカリフォスファターゼ血症の 1例，第 74回和歌山医学，

御坊市

32. 綿貫匡則、松本卓二、石元優々、浜崎広洋、大浦晴夫：下肢静脈血栓症様の症状を呈した大腿骨骸骨腫の1例，第74回和歌山医学会，2006.7.2，

御坊市

33. 金川建彦、松崎交作、南　晋司、山崎　悟、勝田紘史：両側強直膝に対するＴＫＲの 1 例，第 16 回和歌山県整形外科医会，2006.3.5，和

歌山市

34. 谷口　亘、寺尾賢秀、栗本公博、岩_ 　博、谷口隆哉、中村正亨：若年者の大腿骨骨幹部骨折の髄内釘手術後に頚部骨折を生じた一例, 第

１６回和歌山県整形外科医会,2006.3.5,和歌山

35. 中村正亨、江川弘光、毛保浩明、阪中淳也：右環指浅指屈筋腱皮下断裂の一例，第74回和歌山医学，御坊市

36. 北野岳史、谷口泰徳、岩田勝栄、吉田宗人、平野三好：陳旧性月状骨脱臼に対して月状骨摘出術を行った 2例，第 16回和歌山県整形外科

医会，2006.3.5，和歌山

37. 北野岳史、谷口泰徳、岩田勝栄、吉田宗人、平野三好：陳旧性月状骨脱臼に対して月状骨摘出術を行った 2 例，第 106 回中部整形災害外

科学会，2006.4.7，大阪

38. 北野岳史、谷口泰徳、浅井宣樹、安井昌彰、瀧口　登、吉田宗人：腕立て伏せにより発症した肘部管症候群の 1 例，第 3 回運動機能障害

フォーラムわかやま，2006.7.29，和歌山

39. 北野岳史、谷口泰徳、谷端友紀、岩田勝栄、吉田宗人：小児足背Run Over Injuryに対する遊離肩甲皮弁による治療経験，第 107回中部整

形災害外科学会，2006.10.7，神戸

40. 石元優々、浜崎広洋、西浦弘晃、綿貫匡則：膝PVSの一考察，第16回和歌山県整形外科医会，2006.3.5，和歌山市

41. 石元優々、松本卓二、綿貫匡則、浜崎広洋、西浦弘晃：脊髄腫瘍の1例，第74回和歌山医学会，2006.7.2，御坊市

42. 勝田紘史、松崎交作、南　晋司、山崎　悟：膝関節固定術後のTwo incision THRの１例，第16回和歌山県整形外科医会，2006.3.5，和歌山

市

43. 中谷匡登、木浦賀文、窪田誠治、直川裕樹、中道　仁、本田高幹：軽微な外傷で発症した、両側大腿骨骨幹部骨折の１例，第 16 回和歌山

整形外科医会，2006.3.5，和歌山市

44. 西山大介、西　秀人、筒井俊二、舟津稔博、林　未統：観血的整復固定術を要した胸鎖関節後方脱臼の一例，第74回和歌山医学会，2006.7.2，

御坊市

45. 神埜聖治、中村　健、幸田　剣、佐々木緑、石田和也、神埜奈美、田島文博：頚椎牽引療法後に発症した小脳梗塞の一例, リハビリテーシ

ョン医学会　近畿地方会　,2006.2.18

46. 神埜聖治、中村　健、幸田　剣、佐々木緑、石田和也、山家弘雄、田島文博：頚椎牽引が頚部血流に及ぼす影響, 第 16 回和歌山県整形外

科医会,2006.3.5,和歌山

47. 寺下浩平、簗瀬能三、中谷如希、中根康博、吉田宗人：肩関節脱臼を伴う、高度の転位をきたした肩甲骨関節窩骨折の一例，第 74 回和歌

山医学会，2006.7.2，御坊市

48. 長田圭司、木岡雅彦、長雄好昭、保田賢展、林　信宏、岩田勝栄：当院における化膿性関節炎に 対する治療成績, 和歌山医学会,2006.7.2,

御坊市

49. 福井大輔、江川弘光、毛保浩明、阪中淳也：r-nailによる骨接合術術後に骨頭下骨折を生じた1例，第74回和歌山医学会2006.7.2，御坊

50. 青木　克、谷端友紀、簗瀬能三、谷口泰徳、吉田宗人：カルシウム結晶沈着により再発した手根管症候群の１例，第 16 回和歌山県整形外

科医会，2006.3.5，和歌山市



51. 石神修大、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、中川幸洋、南出晃人、麻殖生和博、橋爪　洋、木岡雅彦：乾燥イカ菓子の多量摂取が原因と

思われるサルモネラ化膿性脊椎炎の１例，第74回和歌山医学総会，2006.7.2，御坊市

52. 石神修大、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人、橋爪　洋：軸椎歯突起骨折による環軸椎不安定症に対するmesh plateの使用経験，

第107回中部日本整形外科災害外科学会，2006. 10. 6-7，神戸

53. 峯　牧子、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、南出晃人、延與良夫、岡田基宏、遠藤　徹、橋本忠晃、長田圭司：梨状筋症候群と診断され

た腰部神経根障害の２例，第74回和歌山医学総会，2006.7.2，御坊市

54. 峯　牧子、簗瀬能三、中谷如希、山口耕史、青木　克、谷端友紀、大宝英矢、石神修大、吉田宗人、太田泰宏、北裏清剛：肩関節後方脱
臼の１例，京阪神集談会，2006.11.18

55. 太田泰宏、谷口泰徳、中根康博、吉田宗人：外傷性肘関節強直に対する関節切除中間膜挿入術による治療，第16回和歌山県整形外科医会，

2006.3.5，和歌山市

e) その他の学会
1. 中川幸洋、吉田宗人、川上守、安藤宗治、南出晃人、麻殖生和博、延与良夫、岡田基弘、遠藤徹、中尾慎一: 胸椎黄色靱帯骨化症手術の成

績不良因子についての検討,厚生労働省科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業,平成 18 年度脊柱靱帯骨化症に関する調査研究　第 X

回班会議 2006.11.11東京

2. 宮崎展行：脊髄前角細胞におけるアデノシンの神経保護作用機序，第564回研究会討議会，2006.7.4

ｆ) フォーラム
1. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過から見た治療法の選択 千葉県腰痛ﾌｫｰﾗﾑ 2006，千葉市 　2006.1

2. 簗瀬能三、中根康博、谷端友紀、太田泰宏、吉田宗人：第３回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS）フォーラム，腱板断裂に対する肩峰下除

圧術（ASD）後に腱板修復術を要した１例，2006.1.14，和歌山

3. 山田　宏、筒井俊二、今江信治：大後頭孔拡大術の小経験，第20回和歌山脊椎脊髄外科フォーラム，2006.3.11，田辺市

4. 山口耕史、大宝英矢、簗瀬能三、中谷如希、南　晋司、谷端友紀、吉田宗人：人工股関節置換術の可動域に対するオフセット，脚延長の

影響，第３回和歌山県骨関節靭帯フォーラム，2006.9.2，於　和歌山

5. 筒井俊二、林　未統、西　秀人、舟津稔博、西山大介、山田　宏：石灰沈着を伴う軸椎歯突起後方偽腫瘍の１例，和歌山脊椎フォーラム，

2006.3，和歌山

6. 宮崎展行、川上　守、田畑　孝、堀川浩司：MIPO法を用いた骨端線閉鎖前下腿骨幹部骨折の2例，第3回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS）

フォーラム，2006.1.14,和歌山市

7. 高見正成：短距離走により発症し手術的治療を行った上前腸骨棘骨折の１例 ，第３回運動機能障害フォーラム，2006

8. 高見正成：腰椎疾患により下垂足を呈した患者への意識調査，第22回脊椎脊髄フォーラム，2006

9. 中根康博、簗瀬能三、吉田宗人、岩崎一夫、岩崎正文、中村哲郎、角谷英樹、角谷昭一：鏡視下 Bankart 修復術の小経験，第３回和歌山最

小侵襲整形外科（MIOS）フォーラム，2006.1.14，和歌山

10. 延與良夫、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、橋爪　洋、南出晃人、麻殖生和博、岡田基宏、遠藤　徹、中尾慎一：頚髄腫瘍に生じた下垂

足の2例，第22回和歌山脊椎脊髄フォーラム，2006.12，和歌山市

11. 大宝英矢、谷口泰徳、下江隆司、塚田　誠、吉田宗人：内視鏡下手根管開放術により正中神経損傷をきたした症例,第 3 回和歌山最小侵襲

整形外科フォーラム,2006.1.14,和歌山

12. 谷口隆哉、寺尾賢秀、栗本公博、岩崎　博、谷口　亘、高見正成、中村正享：髄内釘による上腕骨近位端骨折の治療経験,第 3 回和歌山最

小侵襲整形外科フォーラム,2006.1.14,和歌山

13. 本田高幹、佐々木俊二、山田　宏、坂田亮介、高見正成、松本明子、北野陽二、土井順博：当科における MINI-TKA,第 3 回和歌山最小侵

襲整形外科フォーラム,2006.1.14,和歌山

14. 中村正享、江川弘光、毛保浩明、阪中淳也：指ブロックにおける,皮線上皮下 1 回注入方の有用性,第 3 回和歌山最小侵襲整形外科フォーラ

ム,2006.1.14,和歌山



15. 長田圭司、橋爪　洋、舟津稔博、西　秀人、林　未統：下垂足の病態とその治療, 脊椎脊髄フォーラム,2006.12.9

ｇ) セミナー､研究会等
[セミナー]

1. 吉田宗人：ﾊﾝﾂﾞｵﾝｾﾐﾅｰ「脊椎内視鏡ﾄﾞﾗｲﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 1」　第106回中部日本整形外科災害外科学会　大阪市　2006.4

2. 吉田宗人：後方脊椎内視鏡下手術　北京中医薬大学附属東直門医院骨科中心セミナー 中国北京市，2006.4

3. 吉田宗人：腰部神経根障害の病態と内視鏡的アプローチ　第28回総合脊損センター夏期セミナー　福岡県　2006.7

4. 吉田宗人：ﾊﾝﾂﾞｵﾝｾﾐﾅｰ「脊椎内視鏡セミナー」技術認定制度より見た安全に施行する脊髄内視鏡手術ポイント　第 107 回中部日本整形外

科災害外科学会　神戸市　2006.10

5. 吉田宗人:教育講演「内視鏡下脊椎後方手術の現況と展望-1000 例の経験から」手術(生体ブタ)　九州大学病院内視鏡外科手術トレーニング

セミナー 第2回鏡視下椎間板ヘルニア摘出術コース　福岡市　2006.10

6. 吉田宗人:内視鏡下脊椎後方手術の現況とpitfalls　第24回浜松整形外科セミナー 浜松市  2006.10

7. 吉田宗人:脊椎のminimal intervention surgery　第18回中之島リウマチセミナー　大阪市   2006.12

8. 川上　守：Unilateral Transaxillary Lumbar Interbody Fusion，TLIFセミナー 大阪，2006.6.24, 大阪市

9. Kawakami M，Unilateral Transaxially Lumbar Interbody Fusion using minimally access technique，大阪Minimal Access Spinal Technologiesセミナー，

2006.9.16, 大阪市

10. 中川幸洋：ハンズオンセミナー1　脊椎内視鏡後方手技ドライトレーニング,「技術認定制度より見た安全に施行する脊椎内視鏡手術のポイ

ント」,第107回中部整形外科災害外科学会・学術集会,2006.10.6　神戸

[研究会]
1. 吉田宗人：内視鏡下脊椎後方手術の適応と展望　第10回鹿児島脊椎脊髄研究会　鹿児島市，2006.5

2. 吉田宗人：内視鏡下脊椎後方手術の可能性　第15回近整会夏期研究会　淡路市　2006.8

3. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の自然経過からみた治療法の選択　Spinal Symposium in Tokyo  東京都　2006.9

4. 吉田宗人：腰部神経根障害の病態と内視鏡的アプローチ　第3回滋賀運動器フロンティア　  大津市　2006.9

5. 谷口泰徳、北野岳史、岩田勝栄、平野三好、吉田宗人:舟状骨摘出術の治療成績,第23回中部日本手の外科研究会,2006.1.28,豊橋市

6. 安藤宗治、遠藤　徹、延與良夫、岡田基宏、麻殖生和博、南出晃人、橋爪　洋、川上　守、吉田宗人、玉置哲也：腰椎椎間孔部狭窄症の

診断における検査法の比較，第28回脊髄機能診断研究会，2006.2，東京

7. 山田　宏、高見正成、筒井俊二、吉田宗人、川上　守、安藤宗治、中川幸洋、玉置哲也：頚髄症患者における末梢神経幹電気刺激による10

秒テストの変化の特性について，第28回脊髄機能診断研究会，2006.2，東京

8. 松本卓二、川上　守、吉田宗人、浜崎広洋、川崎貞夫、篠崎正博：脊髄損傷患者に対するプレホスピタルケアとしてのドクターヘリの有

用性，第７回　和歌山救急・災害医療研究会，2006.9.3，橋本市

9. 下薗英史：障害児療育における整形外科医の役割~脳性麻痺児に対する整形外科的アプローチ~，和歌山療育研究会, 2006.5.9, 和歌山

10. 宮崎展行、佐々木俊二、梁瀬能三、山崎　悟、園部秀樹、坂田亮介：膝関節炎症状を呈した脛骨近位部軟骨芽細胞腫の一例，第 18 回関西

関節鏡・膝研究会，2006.3.4，大阪市

11. 宮崎展行、中塚映政、園部秀樹、武田大輔、西　秀人、納田和博、阪中淳也、吉田宗人：脊髄前角細胞におけるアデノシン A1受容体の神

経保護作用，第28回脊髄機能診断研究会，2006.2.4，東京

[講習会]
1. 吉田宗人：胸腔鏡手術，腹腔鏡手術，内視鏡視下後方椎間板手術　第4回日本整形外科学会　脊椎内視鏡下手術・技術講習会　静岡県　2006.3

2. 吉田宗人：内視鏡下ヘルニア摘出術(MED)の実際　日本脊椎脊髄病学会第4回脊椎脊髄病  講習会　東京都　2006.4

3. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症の病態と治療　日医生涯教育講座　田辺市　2006.6

4. 川上　守：労働災害に起因する腰痛の診断の治療の問題点，和歌山県労働基準監督署講習会，2006.5.24, 和歌山市

5. 川上　守：いわゆる鞭打ち損傷の治療成績と問題点，和歌山県労働基準監督署講習会，2006.5.24, 和歌山市

6. 中川幸洋: 第5回脊椎内視鏡下手術・技術講習会,2006.11.12 富士宮



ｈ) その他
1. 吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」　和歌山放送　月1回放送

2. 吉田宗人：ビデオ収録「鏡視下脊椎(脊髄)手術」日本整形外科学会企画・監修　整形外科卒後教育研修用ビデオ　萬有製薬株式会社

3. 吉田宗人：ビデオ収録「腰椎椎間板ヘルニアと腰部脊柱管狭窄症-診断と後方進入腰椎内視鏡 下手術の実際-」第 11 回目で見る整形外科東

京コロキュアム　科研製薬株式会社

4. 川上　守：第33回International Society for the Study of the Lumbar Spine (ISSLS)会議に参加して臨床整形外科41(11):1158-1159,2006.

研究費交付状況

1. 厚生労働省科難治性疾患克服研究事業　吉田宗人：脊柱靱帯骨化症に関する調査研究班　分担研究者

2. 日本学術振興会科学研究費　基盤研究(C) 吉田宗人：パッチクランプによる脊髄前角細胞におけるアデノシン受容体の神経保護作用の研

究

3. 平成 18 年度和歌山県立医科大学　特定研究助成（痛み・痒みの基礎と臨床－－メカニズムから治療戦略へ）吉田宗人、宮崎展行：カルシ

トニン遺伝子関連ペプチドによる脊髄後角におけるシナプス伝達制御機構の検討

4. 日本学術振興会科学研究費　基盤研究(C)　橋爪　洋：腰部神経根性疼痛に対するシクロオキシゲナーゼ(COX)阻害剤の役割について


